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Problems in "Dance and the Child" 

- by surveying bibliography in a database -

ZUKAWA Akiko, FUJIMURA Miyako* 

The purpose of this study was to clarify problems of "dance and the child" by surveying bibliography 

in a database. The problems were solved through analyzing 266 bibliography as raw data which were 

selected from both subjects of "dance (6, 295)" and "child (13. 096)" in "Sports Information Resource Cen-

ter" statistically. In order to analyze the data, items of decade, types, key words and levels of the bibliogra-

phy were used, and percentages and significant differences of the numbers were calculated from those. 

Also, the titles and contents were examined for defining the problems. As the results, the following infer-

ences were derived; 

1 . It was found that the numbers of key words of education, programs, the kinds of dance, and hand-

icapped were more than those of the other key words, and problems in those key words had tended to 

be discussed complexly with each characteristic since 1960's. This may suggest that recent researches 

of "dance & the chlld" tended to Increase m Interdrsclplmary 

2 . It was found that the numbers of "basic" in levels of the bibliography were shown to be much more 

than those of "advanced" in that. Educational problems tended to be much in "basrc" than the other 

ploblems in serial-articles and books, while psychological problems tended to be much in "advanced" 

than the other problems in theses and serial-articles. 

3 . It was found that the numbers of creative dance and modern dance, and folk dance and ethnic dance 

as "the kmds of dance" were over half m those However, it was found that the numbers of aerobic 

dance, ballet and break dance tended to increase in 1980's. Also, it was found that opposite problems of 

effects of dance and treating injuries in dance were discussed in relationships with the kinds of dance. 

It suggested that appropriate contents and methods of dance need keenly. for growing and development 

of children. 

Key words : Dance, Child, Statistics, Bibliography, Database, SIRC 
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I．緒言

　「ダンスと子ども」に関する問題は，保育園・

幼稚園，学校などの一般児童や心身障害児，専門

的なダンスの養成機関で学ぶ子ども達の，ダンス

の学習・指導内容，指導方法，指導者，学習効果

などの教育的問題，子どものダンス技能や心身の

成長や発達との関連，子どもを取り巻く社会的な

環境などに関する問題があげられる。舞踊学にお

いて実践を通して得られる問題は，哲学・美学，

史学，教育学，心理学，社会学，医学，生理学，

物理学，統計学などの分野で取り上げられる。出

版物として記録された研究問題や解決方法は，広

く多くの人々に伝達されて新たな問題を解明する

可能性を持ち，また，時代の推移と共に変化する

問題の質や量の内容や問題間の関連を推察する手

掛かりを与える資料ともなり得る。

　本研究では，「ダンスと子ども」に内在する問

題を，・コンピューターに収録された多量の文献か

ら得られる情報内容から，統計的解析の手法を用

いて推察しようとする・ものである。文献は時代の

人々の興味や関心から生まれ，文化や科学技術の

発展と共に，その内容や方法にも変化が見られ，

時代の諸相を反映するものであると考えられる。

本研究で取り扱われる文献は「ダン又と子ども」

に関する全ての文献ではないが，．米国を中心とし

た英文で書かれた文献，・あるいは英文抄録を掲載

する文献を収録したデーターべ一スから，「ダン

スと子ども」に関する問題の傾向を探り，将来の

研究の発展を促し，活用するために行われた。

　1．問題の設定

　本研究は，データ←べ一スに収録された「ダン

スと子ども」に関する文献検索から得られた研究

資料を基にして，統計的解析の手法を用いて「ダ

ンスと子ども」に関する諸問題の特徴を推察する

ことを目、的として行われた。

　この研究は次の問題によって解決される。

　　1）収録文献の特徴が明確にされる。

　　2）各年代の文献の特徴が明確にされる。

　　3）近年の文献の研究内容と方法の特徴が明

　　　確にされる。

2．研究の限界
　1）本研究の問題は，コンピューターに収録

　　された特定のデーターべ一スから検索され

　た文献を資料として分析される。

一2）本研究の資料は，統計解析の手法を用い

　て分析することにより解決される。

　3．研究の意義

　本研究の意義は，「ダンスと子ども」に関する

問題を探究するために，データーべ一スド収録さ

れた多量の文献を検索し，文献の出版年代，文献

タイプ，文献レベル，キーワード，題名，抄録な

どから，統計解析の手法を用いて解明しようとす

るところに特徴がある。文献から得られた研究の

諸問題から，ダンスの文化的側面の問題を推察し，

ダンスが子どもの成長・発達にどのように貢献で

きるかを考慮することが可能であり，将来の研究

課題の開発のためにも貢献できると考えられる。

皿．研究方法

　1．資　料

　コンピューターによる文献検索のために，カナ

ダのシルバー・プラター社から発行された，
SIRC（Sports　Informati㎝ResourceCenter）注ユ）

のデーターべ一スが用いられた。1975年から1992

年に収録された情報から，検索語の“dance”（6，

295件）と“chi1d’1（13，096件）の両者の検索から

619件が得られ，「ダンス’と子ども」の内容に該当

，する266件が採用された。

　SIRCの情報は，題名，著者名，団体著者名，雑

誌名，情報源（単行書など），会議名，注記，シリー

ズ，出版年，使用言語，原著の使用言語，資料のタ

イプ（monograph－book，thesis，book一㎜a1ytic，seria1－

articlq　microfor叫video－tapeなど），レベル（basic，i阯

termediatq　advancedに分類），ディスクリプタ，サ

ブジェクト，・抄録，・ドキュメント番号，出版国，

呼び出し番号，更新年月などの項目で構成されて

いる。一

　注1）SportsInformation．ResourceCenter，

CANADA，Si1ver　Platter社：情報源は2，000種以

上のスポーツ関連雑誌から収録され，単行書，書

評，学位論文などからの文献が収録されている。

収録件数260，000．1975－1992．

　2．資料の処理

得られた資料を基に，文献の出版年，文献レベ

ル，文献タイプ，キーワードが数量的に求められ

た。文献タイプは，資料のタイプを中心に，情報
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Tab1e　l　The　numbers　of“key　words”of　bib1iogra－

　　　　phy

key　words mmbers（晃）

1：educati　on（teaching）

2：dance　Program

3：the　kinds　of　dance

4：handicaPPed（m㎝ta1＆body）

5：psycho1ogy
6：deve1opI11ent

7：Phi1osoPhy
8：training　＆　physica1　fitness

9：therapy　＆　rehabi1itation

1O：medicine　＆　injury

11：…i・1ggy

12：111easurement

13：oLhers

152（27．34）

91（16．37）

6〕12．05）

47（’8．45〕

3716．65〕

31（5．58）

26（4．68）

20（3．60）

19（3．42）

14（2．52）

13（2．34）

1011．80）

29（5．22）

　「ダンスと子ども」に関する全文献266件の

各年代別件数差は，各年代の出現数の出現年の

平均値で表された。1960年代以前に比べて70年

代以降の文献数は多量に増加し，60年代の19件

（平均2．71）と70年代の103件（平均10．30）を

比較すると約5倍の文献数が見られ，出現年の

平均値でも約3倍の文献量が見られた。しかし，

70年代以降では，70年代の文献数は最高量に達

したが，80年代，90年代と徐々に減少する傾向

が見られた。70年代以降の増加は，コンピュー

ターでのデーター収集状況とも関連があると考

えられるが，文献量では70年代を境界線として

推測される’（Fig．1参照）。一

　2）文献タイプ

　文献タイプは，4項目に分類された。定期刊

tOta1 556（1OO．OO）

13：others（administration　2，　bib1iograPhy　1，

　　biography1，bi㎝ecanics2，cata1og1．

　　choreography3，equiPment4，experiment1，

　　fi1m1，history2，notation2，nutriti㎝2，
　　Phy・io1・9y6，reP・・t1，・・d・t・・y1）

1990■s

19801s

19701s

1φ601s

1950－s

19401s

19301s

19201s

　2．1
1，40

2，20

1，33

1．00

源，雑誌名，会議名，注記などが参照され，単行

書，会議録，学位論文，定期刊行物の4項目に分

類された。また，キーワードは，ディスクリプタ

として記載された用語を中心にして，サブジェク

ト・ヘディング，題名，抄録などが参考にされ，

13項目に分類された（Tab1e1参照）。

　得られた数値から，出版年代，文献タイプ，文

献レベル，キーワードなどの相互の関連，キーワー

ド間の関連などが，パーセントや有意差検定など

の統計解析の手法を用いて分析され，「ダンメと

子ども」に関する問題が考察された。更に，近年

の研究の題名や抄録は，主要なキーワードとの関

連で検討され，それらの研究内容や方法からも問

題が推察された。

9，20

　9．80

皿．研究結呆とその考察

　1　収録文献の特徴

　　1）文献の年代別件数

　　　The　numbers　of　bibliography

Fig．1　The　mean　numbers　per　year　of　bib1iography

　　　in　each　decade

51．13％

33．08％

52％

■B

□C

圏丁

園S

　　　　　　　　　　　8．27％

Note；the　right　ride　down　aIphabets　stand　for“types”

　　ofbib1iogrophy

　　　（sec；v．Note2in　Tab1e5）

Fig．2　The　percentages　of“types”of　bibliography
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行物は51．13パーセントで最も多く，次いで単

行書は33．08パーセント，学位論文は8．27パー

セント，会議録は7．52パーセントの順に見られ

た。会議録と学位論文の関連を除いて各々の関

連に有意差が見られた。定期刊行物と単行書で

80パーセント以上を占め，これらは主要な文献

タイプであると言える（Fig．2参照）。

　3）キーワード

　キーワードは研究内容や方法を探るための重

要な要素となる用語であり，本研究では13項目

に分類された。教育（指導を含む）の項目は27．

34パーセントで最も多く，他の項目との有意差

が見られた。次いでプログラムはユ6．37パーセ

ント，ダンスの種類は12．05パーセント，ハン

ディキャップドは8．45パーセントで多く見ら

れ，これらは平均値以上の数値を表していた

（Tab1e1参照）。

　その中のダンスの種類では，創作ダンス・モ

ダンダンスが39．71パーセント（内，モダンダ

ンス3件）で最も多く，次いで民俗舞踊・民族

舞踊が25．00パーセント（内，民族舞踊3件）

エアロビックダンスが14．71パーセント，バレ

エが10．29パーセント，ブレイクダンスが7．35

Socia1dance

　　Mme
　Etlmic＆
Folk　dance

C爬ative＆

　Mα』em

B醐kd㎜ce

　　Ba11et

　Aembic
　　d三mce

39．71％

Fig．3

010203040　　　　Per㏄ntage（％）

The　percentages　of“the　kinds　of

dance”of　bib1iography

パーセントの順に多く見られた（Fig．3参照）。

　これらのダンスの種類と他のキーワードとの

関連では，創作ダンス・モダンダンスや民俗舞

踊・民族舞踊と教育の項目間の関連が最も高

く，次にエアロビックダンスやバレエとトレー

ニング・フィットネスの項目間，ブレイクダン

スと医学の項目間の関連が高く見られた。また，

創作ダンス・モダンダンスは，プログラム，心

Table2 The　relationships　between“the　kinds　of　dance”and“key　words”of　bib1iography

1245678810111213
A
B
C
D
E

3
2
0
22．

1O’

5
2
0
8．

4

2
0
0
5．

O

2
0
0
7．

O

1
0
0
3．

O

O
O
0
4・

0

8
4．

0
0
0

1
1
0
2．

O

1－

2
5．

0
0

O
O
O
0
2．

2
0
1
3．

O

2・

2．

O
1
O

tota1　　34　　14　　　5　　　7　　　3　　　4　　　4　　　3　　　7　　　2　　　4　　　3

　　，　：the　most　numbers　in　each　｝kind　of　dance｝　and

　　　each　’’key　word’’

Note　1；the　first　side　numbers　stand　for　the　numbers　of

　　　”key　words”　（see；v．　Tab1e　1）

下ote　2；the　first　down　a1phabets　stand　for　the　a1phabets　of

　　　’’the　kinds　of　dance’’；A：aerobic　dance，　B：ba11et，

　　　C＝break　dance，　D：creative　＆　modern　dance，　and

　　　E：fo1k　＆　eヒhnic　dance
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Table 3 The relationships between "levels" and "key words" of bibliography 

Basic (%) In termediate (%) Advanced (%) x 2 test 

3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 

lO 

11 

12 

13 

97 (35. 93) 

59 (21 . 85) 

31 (11. 48) 

21 ( 7.78) 

10( 3.70) 

lO( 3.70) 

12( 4.44) 

7( 2.59) 

9( 3.33) 

l ( 0.37) 

2( 0.74) 

O( 0.00) 

11 ( 4.07) 

40 (23. 81) 

23 (13. 69) 

20 (ll. 90) 

16( 9.52) 

12( 7.14) 

12( 7.14) 

7( 4.17) 

8( 4.76) 

6( 3.57) 

lO( 5.95) 

5( 2.98) 

6( 3.57) 

3( 1.79) 

10 (11 . 90) *** 

9 (lO. 71) *** 

14 (16. 67) * 
lO (11. 90) 

14 (16. 67) 

6( 7. 14) 

3( 3.57) 

5( 5.95) 

3( 3.57) 

3( 3.57) ** 
3( 3.57) 

4( 4.76) 

O ( 0.00) *** 

total 270(99 98) 168(99 99) 84 (99 . 98) 

*:p < 0.05 ***:p < 0.001 **:p < 0.01 
Note;the first down numbers stand for the numbers of 

"key words" (see;v. Table 1) 

~~:"~~~~ /¥lT4~~~ y7/1~~~~<a)~~-7-~ 
~(1)f~1~~~~;~;~~Lf,_- (Table 2 ~~_=~~~). 

'~J~a)~ ~ i~, ~~ a)~~}t~~~) ~ /;~a)~~~ia) 

~~~ f*~~~."~(7)~~t~~~~i~ UC V* ~) ~ ~:~~ ~ . 

4 ) )~~~~a)~~)~ 

A~E)~~~266(~~C i~ 3 ~~~~*~ita)~~~;~~~~~4te~ ~ tL, 

"basic"I56(~ (59 % ), "Intermediate"73f~ (27 ~ ), 

"advanced"30f~ (11%), ~~~E 7 f~~~;~~~Lf,_-. 

~::IC, ~~~a)V~)V~~~-7- ~~a)~~l~~~;~& 
~) ~, "basic"~i~~~=F~1 a)T~i_.~~~35. 93)~-J~ :l 

h ~~~~= ~ ~ < , "advanced"~i~ ~:/ ;~ a)~~~i ~ 

,L･~~~:a)~~: ~ ~~l6. 67/~- 'lz :/ h ~~~~*~i~ ~ ~ < ;~; 

~tL ~1/~:)Va)~:~~~IC~r~:~~~~~~~Lf._-. 

~f*-, ~~)Vf*~~);~~~:~i~~~=~l, yrl~f~~, 

~/~ ;~q)~~~i, ~;~~t~~~~q)~:~cC;~~)tL, ~~~~: 

~)~i_. ~ i~ "intermediate", 4~lq) 3 ~~ ~ I~ "basic" 

eC~ < ;~ ~~Lf*-. ,L･~~:O)T~_. ~ ~i~ ~~)Vf*~~ 

a);~=* ~~ I~ ;~ ~ ~L f!~ ~> O f,_- ~~ "advanced" ~ l~ 

~~~~'=~= A~ IC~ < ;& ~) tLf*-(7)~~~~t~~~~) O f_- (Table 

3 ~~--~ ~~ ). 

Advanced 

Interrnediate 

Basic 

40 eo O 20 Types of bibliography (%) 

ES 

~T 
[]C 

IB 

Note ; the right side down alphabets stand for "types" 

of bibliography 

(see ; v. Note 2 in Table 5 ) 

Fig. 4 The relationships between "levels" and 

"types" of bibliography 
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~~~~~)V~)~~~~ 4 y~ a)f~;~~~l~, A~:1/ 
~)V~~;~E~1Tlj'4T~'~~~~-~;~;~ < ~~i ~ ~L, ;~a)~Fl~ 

~ "basic" i~54. 88/~- 'tz :/ h ~-~~ < ~~ ~ ~L 

f,_-. '.~~~C "advanced"~ i~~~flL'*"~-'~~n~~~~~37. 93/~-

J~ ~/ h ~-~~~~ < , ~:'4-'T~~}~"basic"~~37. 81/~-

~t~ ~/ h , "intermediate"~~30. 14)~- ~iz ~/ h ~~:~ 

< ;~b~Lf,_- (Fig. 4 ~~=-~~~".). 

'~:Jiq)~ ~~>~, )~~~~)~~:)V~i~ baslc ~ 

-~~~ < , "intermediate" ~~~n;~ ~) ~ 80)~- JI~ 

~/ h '~kJi~~~~~ U, "advanced"l~lOl~-'1z :/ h ~ 

~~~~//J't~~ < ~~ ~ ~Lf.,-. ~ 1/~:)~a)4#ti~~l~ 

"basic" ~ l~~~=F~ ~~ f!~ F~~~~:~ ;~~.~t~+1J4'f4~ ~ ~14'f~~ 

~~~ < , "advanced"~l~,L･~~:~:B~t!~F*~~~~~;~E~J 

flJ'4'~'T~~~?~'~~f,'*~L"'~'i~-~~'~'~^~~~~~ < ;~ ~ ~Lf,_- ~ ='-'-･=;~ ~) . 

2 . ~l~4t~1i~O)~~i~q)~~ti~~ 

1 ) ~l~4t~~a)~~:~~~4 f 

1920~l~4~~>~50~~4t~C~>e~~i~. ~L'4T~'~~ I~ 

~ ~
 
,
:
:
P
,
b
 A1 
~
b
U
Q
 ~
 p ~;~
 ~
'
O
 

~
 

IOO.OO 

90.00 

80.00 

70.00 

60.00 

50.00 

40.00 

30.00 

20.00 

10.00 

0.00 

l B 
-Hl-C 

T
 

-~s 

o o o o o o ChQ C1, ~r U) yOI E~ 
ol O¥ O¥ O~ Ob ob -1 -' ,H -' -, -, 

Decade 

o o co o¥ 
ol al 

Flg. 5 

Note ; the right side down alphabets stand for "types" of bibliography 

(see ; v. Note 2 in Table 5) 

The characteristics of "types" of bibliography in each decade 

50 . OO 

45.00 

40.00 

/~ 35.00 
~
 ~r 30.00 ¥l ~! 25.'OO ¥l-/ ~
 20.00 P1 
15.00 e' -¥ 10.00 

5.00 1 e ' ~ ~ 0.00 !r--' ~r-'e ! 

ol' 9Q 

o o o o o o o o c¥~ cr) v Lo ~o r~ 0:' crt ob al ol ol cpt o~ o~ o¥ 
Decade 

Fig. 6 

Note ; the right side down numbers stand for "key words" 

(see ; v. Table I ) 

The characteristics of "key words" of bibliography in each decade 
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とんどであったが，60年代では学位論文や定期

刊行物が少し加わり，70年代以降では単行書よ

り定期刊行物が多く見られるようになり，会議

録も見られるようになった。80年代以降では70

パーセント以上が定期刊行物であった（Fig．5

参照）。

　これらのことから，1960年代以前は単行書の

時代，70年代は単行書から定期刊行物への移行

期，80年代は定期刊行物の時代と推測できる。

　2）年代毎のキーワード

　1920年代から50年代にかけて，教育やプログ

ラムに関する項目が80パーセント以上見られた

が，60年代ではハンディキャップドなどの項目

が少し増加し，1970年代以降は，哲学，心理学，

発達などの項目が増加し，80年代ではダンスの

種類が70年代の2倍以上に増加し，トレーニン

グ・フィットネスや医学的な項目が多く加えら

れるようになり，90年代では1992年までである

が発達や心理学的な項目が多く見られた（Fig．

6参照）。

　また，1文献に対するキーワード数は年代毎

に差異が見られ，1960年代以降では2．17語で60

年代以前のユ．35語に比べて多く，研究分野の複

合が多く見られたと言える。

　これらのことから各年代の研究内容や方法に

TabIe4　The　characteristics　of“the　kinds　of　dance”

　　　　of　bib1iography　in　each　decade

decades ＾　　　B　　　C　　　D　　　E

1920’s

1930’s

1940．s

1950’s

1960’s

1970’s

1980’s

1990’s

0
0
0
0
0
0
8．

2

0
0
0
0
0
2
5・

O

0
0
0
0
0
0
5’

0

O
0
0
0
0
10．

14．

3・

0
1．

1．

1．

1，

3
10．

O

tota1　　　　　　　10　　　　　7　　　　5　　　27　　　　17

　＊：the　I1lost，nunbers　in　each　｝kind　of　dance”一

　　and　each　decade

Noヒe；the　first　side　Ia1phabets　stand　for

　　th・・1Ph・b・t・oポth・ki・d・・f’・

　　dance’’　（see；v．　Note　2　in　Tab1e　2）

特徴が見られたが，教育やプログラムに関する

問題は，いずれの時代においても高い関心を得

ていると言える。また，近年では研究分野も多

くなり学際的な研究が増加したと言える。

　年代毎のダンスの種類の特徴を見ると，70年

代と80年代では創作ダンス・モダンダンスが多

く，80年代では民俗舞踊・民族舞踊にエアロ

ビックダンス，バレエ，ブレイクダンスが加わ

り，近年のダンスの種類の増加を表していると

’考えられる。また民俗舞踊・民族舞踊は1930年

代から少数であるが各年代にみられ，伝統的な

ダンスに対する関心の高さを見ることができる

　（Tab1e4参照）。

　3．近年の文献内容と方法の特徴

　全文献266件の中から平均値以上を示した，教

育，プログラム，ダンスの種類，ハンディキャッ

プドなどのキーワードを主要項目として，それら

の4項目と文献タイプとの関連やキーワード間の

関連は，数量的に解釈され，文献量の増加した70

年代以降に発行された“advanced”に所属する文献

の題名や抄録などから，その内容や方法は次のよ

うに解釈された（Tab1e3参照）。

　　1）全体的傾向

　　教育，プログラム，ダンスの種類，ハンディ

　キャップドの項目と文献タイプとの関連におい

　て，定期刊行物ではダンスの種類が63．95パー

　セント，教育が53．29パーセントで多く，プロ

　グラムでは単行書が46．15パーセントで一番多

　く，ハンディキャップドは単行書と定期刊行物

　において38．30パーセントで高く見られ，各々

　の特徴が見られた。また，これらの4項目間の

　関連は相互に高く見られた（Tab1e5参照）。

　　この主要4項目と他の項目との関連では，教

　育（152件）と心理学（20件），哲学（14件），

発達（13件）の関連，プログラム（91件）と心

　理学（12件），発達（11件）との関連，ダンス

　の種類（85件）と心理学（15件），トレーニング・

　フィットネス（12件）の関連，ハンディキャッ

　プド（47件）とセラピー・リハビリテーション

　（17件），一心理学（14件）などの関連が高く見

　られた（Tab1e6参照）。

　　また，“advanced”に属するすべての文献は

1970年代以降に出版された文献であった。

　　2）項目毎の傾向
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Table 5 The relationships between "key words" and "types of bibliography 

ty pes l
 

2
 

3
 

4
 

B
 
C
 
T
 
S
 

47 

13 

11 

81 

( 30. 92) 

( 8.55) 

( 7.24) 

( 53. 29) 

42 

8
 
7
 

34 

(46. 

( 8. 

( 7L 

(37. 

15) 

79) 

69) 

36) 

16 

4
 
ll 

55 

( 18. 60) 

( 4.65) 

( 12. 79) 

(63. 95) 

18 (38.30) 

O ( 0.00) 

11 (23.40) 

18 (38.30) 

total 152 (100. OO) 91 (99.99) 86 ( 99 . 99) 47 (lOO. OO) 

x z test *** *** *** 

*** 

Note 

Note 

:p < 0.001 

1 ; the first side numbers stand for the numbers of 

"key words" (see;v. Table l) 

2 ; the first down alphabets stand for the alphabets of 

"types";B:book, C:conference proceeding, T:thesis, 

and S:serial-article 

Table 6 The relationships between "key words of bibliography 

key words 1
 

2
 

3
 

4
 

l
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 

lO 

11 

12 

13 

(152) 

64' 

38' 

19 

20' 

13' 

14' 

7
 
5
 
O
 
3' 

4
 

13' 

(9 l) 

19 

21' 

12 

11 

7
 
8
 
3
 
O
 
1
 
2
 
9
 

(68) 

7
 
9
 
4
 
4
 

12' 

3
 

8' 

2
 
6' 

6
 

(47) 

14 

O
 
O
 
3
 

17' 

O
 
2
 
2
 
l
 

th e 

Note ; the 

the 

most nunibers in each 'key word" 

first down numbers and side numbers 

numbers of 'key words' (see:v. Table 

stand 
l
)
 

f or 
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（1）教育の項目において，“advanced”は10件

　みられ，9件までは主要項目中の他の3

　項目と関連が高く見られ，特にダンスの

　種類の中の創作ダンス・モダンダンスと

　の関連が高く見られた。更に，心理学と

　の関連が5件，次いで発達と哲学との関

　連が高く見られた。例としては，子ども

　のためのダンスの指導内容に関する研究

　10）や教育方法の比較方法を用いた創作

　ダンスの運動能力や精神に及ぼす効果の

　研究などが見られた11）。

（2）プログラムの項目において，“advanced”

　は9件見られ，7件までは主要項目中の

　他の3項目との関連が高く見られ，更に，

　心理学，発達，フィットネスなどの項目

　との関連が高く見られた。例として，小

　学生のための8週間の指導単位のエアロ

　ビックダンスのプログラム・デザインと

　評価の研究7）や精神障害児のための創

　作ダンスの効果の研究3）などが見られ

　た。

（3）ダンスの種類の項目において，“adv－

　anced”は14件見られ，8件までが主要項

　目の3項目との関連が見られたが，心理

　学との関連が7件で最も高く，その中で

　も心理学と創作ダンスとの関連が6件で

　最も高く見られた。トレーニング・

　フィットネスや医学的な研究では，エア

　ロビックダンス，バレエ，ブレイクダン

　スに関連して，ダンスの効果とそれに反

　する損傷などの対比的な問題が議論され

　ていた。例として，創作ダンスの目的内

　容の観察，インタビュー，質問，文献で

　の研究2），モダンダンス作品に対する幼

　稚園児の言語的伝達や評価に関する研究

　13），ベネズェラの発展途上地域でのゲー

　ムとしての儀式の中のダンスと子ども，

　男女の役割，社会化などの研究12）バレ

　エの訓練を受けた男児の人体測定学的な

　研究9），子どものバレエの学習・指導過

　程における不十分な身体調整での過度の

　技術要求が，将来に及ぼす重大な身体的

　損傷を起こす可能性への警告を示した研

　究ユ），エアロビック・トレーニングの効

　果の研究4），ブレイクダンスでの怪我に

　　　よる背痛とはき気に関する事例研究8）

　　　などが見られた。

　　（4）ハンディキャップドの項目において，

　　　“advanced”は10件あり，内9件は精神的

　　　障害の問題であった。主要項目の他の3

　　　項目との関連が高く見られたが，心理学

　　　との関連が7件で一番高く，次いで発達，

　　　測定，療育・治療などの内容が見られた。

　　　例として，精神的障害児の平衡性向上の

　　　ための創作ダンスと運動探究の2方法で

　　　のプログラムの検討とその効果の研究
　　　5），知的障害児に自信をもたせるための

　　　ダンス・プログラムの効果の研究6）な

　　　どが見られた。

　以上のことから，1970年代以降の「ダンスと

子とも」に関する問題は，教育的，プログラム，

ダンスの種類，ハンディキャップドなどの問題

に関して多く取り上げられ，それらは複合的に

取り上げられていた。更に，“advanced”の研究

では，全文献が1970年代以降に出版され，ダン

スの種類や心理学的な問題が多く，創作ダン

ス・モダンダンスでは心理学との関連が高く，

エアロビックダンス，バレエ，ブレイクダンス

ではダンス効果とそれに反する身体的損傷など

が多く取り上げられる傾向が見られ，ダンスの

種類の問題点の特徴が推察されたと言える。

　4．総　括

1）1970年代以降の文献量は，60年代以前に比べ

　　ると3倍以上見られ，文献タイプは全体で定

　期刊行物と単行書が80パーセント以上を示

　　し，定期刊行物の80年代以降の増加が顕著で

　　あった。また，1970年代以降の全文献は

　“advanced”であり，文献レベルにも年代の差

　異が見られ，近年は複合的な分野での学際的

　　な研究が多く見られた。これらのことから「ダ

　　ンスと子ども」に関する問題の年代的特徴が

　見られたといえる。

2）文献内容や方法を表すキーワードでは，教育，

　　プログラム，ダンスの種類，ハンディキャッ

　　プドなどに関する問題が多く取り上げられ，

　　それらは高い関連を持って議論されていた。

　特に，教育とプログラムに関する問題は研究

　年代を越えて高い関心が持たれていたと言え

　　る。また，教育と心理学，哲学，発達の関連，
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　　プログラムと心理学，発達の関連，ダンスの

　種類と心理学，トレーニング・フィットネス

　の関連，ハンディキャップドとセラピー・リ

　ハビリテーション，心理学の関連が高く，そ

　れぞれの問題に特徴が見られたと言える。

3）文献のレベルでは，“basic”が一番多く，

　“advanced”が一番少なく見られたが，“basic”

　の特徴は教育との関連で定期刊行物や単行書

　　が多く，“advanced”では心理学的関連で定期

　刊行物や学位論文が多く見られたと言える。

4）ダンスの種類では，創作ダンス・モダンダン

　　ス，民俗舞踊・民族舞踊は半数以上を占め，

　教育との関連で多く議論され，80年代にはエ

　　アロビックダンス，バレエ，ブレイクダンス

　　などのダンスの種類も増加して，ダンスの効

　果とそれに反する損傷の問題なども議論さ

　　れ，近年の傾向が見られたと言える。このこ

　　とは，異なるダンスの持つ特徴を表している
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　と言えるが，子どもの成長と発達を考慮した

　適切なダンスの学習・指導内容の必要性を示

　唆していると考えられる。

5）近年の研究内容と方法での特徴は，1960年代

　以降から教育，プログラム，ダンスの種類，

　ハンディキャップドなどの主要な問題は，心

　理学，発達，セラピー・リハビリテーション

　　との関連で多く研究されている。加えて，70

　年代では哲学，80年代ではトレーニング・

　　フィットネス，医学的な問題が加わるように

　　なり，近年の研究分野の広がりと学際的な研

　究の増加を示したと言える。更に，“adv－

　anced”の研究では，ダンスの効果とそれに反

　　する身体的損傷などが多く取り上げられる傾

　　向が見られたと言える。

v．結果と展望
　本研究は，データーべ一スに収録された「ダン

スと子ども」に関する文献検索から得られた資料

を基にして，統計的解析の手法を用いて「ダンス

と子ども」に関する諸問題の特徴を推察すること

を目的として行われた。データーべ一スはカナダ

のシルバープラター社から発行されたSIRCが用

いられ，検索語の“dance”と“chi1d”の両者から得

られた266件の文献が資料として採用された。得

られた資料をもとに，年代，，文献のタイプ，キー

ワード，文献のレベルなどが統計的解析の手法で

分析された。その結果は次のように推察された。

1　「ダンスと子ども」に関する文献は，1970年

　代以降を境界線として，数量的に増加し，単

　行書から定期刊行物の出版物へ移行する傾向

　が見られる。

2　「ダンスと子ども」に関する研究内容や方法

　　を表すキーワードでは，教育，プログラム，

　　ダンスの種類，ハンディキャップドなどが主

　要な問題であり，相互に高い関連を持って議

　論される特徴がみられる。また，時代と共に

　近年は心理学，発達，哲学，トレーニング・

　　フィットネス，セラピー・リハビリテーショ

　　ン，医学，社会学，測定・評価などの研究分

　野も加わり，広い範囲の分野での学際的な研

　究が多くみられる。

3　「ダンスと子ども」の文献レベルには3段階

　の特徴が見られ，教育的な内容は啓蒙的な定

　期刊行物や単行書などで示され，心理学的な

　内容は定期刊行物や学位論文などで示される

　傾向が見られる。

4　「ダンスの種類と子ども」の問題では，創作

　　ダンス・モダンダンス，民俗舞踊・民族舞踊，

　エアロビックダンス，バレエ，ブレイクダン

　スなどの各々のダンスの特徴が問題として示

　　される傾向が見られる。創作ダンス・モダン

　　ダンスは教育，プログラム，心理学などの研

　究分野と関連が高く，エアロビックダンス，

　バレエ，ブレイクダンスでは，ダンスの効果

　　とそれに反する損傷の問題が議論され，これ

　　らは子どもの成長と発達に適切なダンスの学

　習・指導内容の必要性を示唆していると考え

　　られる。

本研究では文献検索から「ダンスと子ども」に

関する問題が検討されたが，検索資料には限界が

あり，更に多くの資料を加えてこの傾向が確認さ

れる必要がある。ダンスを通して子どもの豊かな

心身の成長のために，さらに多くの研究が継続さ

れ，発展されることが望まれる。
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